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（∂LP）との関係等を求めて延性破壊発生点を同定し，破壊  

靭性値（J三C，沌C，JⅢC）を求めて，各々の破壊靭性値の大小  

を比較した．  

（2）試験結果   

試験結果をFig．3にまとめて示す。線形温度域では，破  

壊靭性借覧互C，KⅡC，KⅢC値は温度とともに増加し，また，鼠  

ヱC＜監ⅡC＜監ⅢC，J‡C＜JⅡC＜JⅢCの大小関係を得た．   

さらに，鼠keのJ積分［10］を用いて，本項で用いた4点努  

断試験におけるモード勘モードⅢ弾塑性破壊靭性値JⅡC，  

JⅢCの簡易評価式を求め，次式を得た．  

JⅡC，JⅢC＝射（3戯）［Joβ♂∂－ヂ＊♂〆＊／2ヨ   

ここで，ダ：負荷カ，∂：き裂端葬断変位㌧ ∂廓：♂の塑  

性成分，＊：き裂の発生風牒：試験片厚さ，あ：リガメン  

ト長さ  

豊．望穀鋼⑬聴鰻勒性優に盈ぽず破壊竜虎ド⑬影響   

キャスク用鍛鋼についても破壊モード試験を行い，鋳鉄  

と同様の方法で破壊靭悼惜KⅢC，監皿C，JⅡC，JⅢC値を求め  

て，大小を比較した。JIC値については，同じ供試ブロッ  

クからCT試験片を切出して別途破壊靭性試験を行って得  

られた値を比較に用いた．  

（1）供試材ならびに試験方法   

実貯蔵キャスクと同等の鍛鋼（ÅSTM SA350LF5Cl．1  

鋳造したJ‡SG5504（1992）「低温用厚肉フェライト球状黒鉛  

鋳鉄品」（記号FCD300LT）製底付円筒ブロック（510mm厚  

さ，外径約2。4in，長さ約3．7m）の胴部よりぅ試験片の軸方  

向が鋳鉄供試体の軸方向となるよう1／射ならびに3／射（君：  

肉厚）位置より試験片を機械的に切出して試験に供した，   

試験温度は6温度（20，－40，－100，－130，－1輔，凸196℃）とし，  

負荷力，負荷力点変位，き裂端変位等を記録した，負荷方  

法は，引張（モードり，3点曲げ（モードⅠ），4点薬断（モード  

Ⅱ，Ⅲ）とし，いずれも静的に行った．試験数は合計92本  

である．   

試験片の形状。寸法はぅFig．2に示すように，いずれも厚  

さ5りmmX幅100mmX長さ600mmの矩型とした．試験片  

の予き裂面が鋳鉄供試体の肉厚方向と平行となるように  

した．   

線形温度域（－100～－196℃）の試験（監値を求める試験）に  

おいては，疲労予き裂長さは各破壊モードについて同一  

（予き裂長さ：機械切欠き45mm＋疲労き裂約5mm，き裂長  

さ／横幅比：α／w＝0．5）とした。   

非線形温度域（20～¶100℃）の試験（J値を求める試験）にお  

いては，機械切欠き付試験片と疲労予き裂付試験片の2種  

類とした．機械切欠き付試験片は，き裂進展に相当するポ  

テンシャルエネルギー勾配を測定するのが目的で，疲労  

予き裂付試験片の延性き裂の発生点を同定するためのキ  

ーカーブを作成するため，最大負荷力近傍まで負荷した  

後除荷した．疲労予き裂付試験片では∴延性き裂の進展量  

を変化させるのが目的で工具なる変位畳まで負荷した後  

徐荷した．予き裂のない場合の荷重一変位曲線をマスター  

カーブ（基準曲線）として，予き裂がある場合の荷重一変位  

曲線がマスターカーブから離脱し始める点をき裂の発生  

点と見なしてき裂発生点を求める方法をキーカーブ法と  

いう。   

非線形温度域の試験における各々の予き裂形状を以下  

に示す。   

イ）機械切欠き付試験片：  

切欠き先端曲率半径：2mm  

予き裂長さ：42～58mmの間の2mmピッチ，9種類  

き裂長さ／板幅比：βル＝0。4～0．6，2mピッチ   

ロ）疲労予き裂付試験片：  

予き裂長さ：機械切欠き46mm＋疲労き裂約4mm  

き裂長さ／板幅比：α／w＝0．5  

試験結果をもとに，引張試験はW。F．Brown等の式阿，3  

点曲げ試験はASTME3卵［7］を適用して勘C値を，Å。Otsuka  

等の式［8］とK．Tohgoの式［9］を用いてKⅡC，KⅢC値を算出  

し，脆性破壊発生点の破壊靭性値（KIC，監毘C，監ⅢC）を求めた。  

J積分値については，ポテンシャルエネルギー勾配法およ  

びキーカーブ法を適用し，J積分（J‡，JⅡ，JⅢ）と負荷力点変位  

・←卜d亡】   

」伽」軋．＿＿」 （un抽画  

（∂）軸deItest（3Pcjnt B即d弓ng）   

門 口  
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レベルにあると考えられたのでヲ「監IC≦監ⅡC」，「JiC≦  

拍C」のように＝を含めた表現とした．  

望。認密度め   

各モ、州ドの破壊鞠性値を求めて比較した結果，キャス  

ク用鋳鉄（DC富），鍛鋼ともに，監‡C≦監ⅡC＜監皿C，JさC≦拍C  

＜加班の関係が得られ，モ肌ド互の破壊靭性値が最も低く，  

最も厳しい評価を与えることが確認できた．  

3 薬奇骨呆タを憩露』た東壁椀遺物藍』て⑳破壊韓隆  
El瑠℡13］  

大型の表面予き裂付き試験片ならびに板厚貫通予き裂  

付き試験片を用いて，前項で最も厳しい評価を与えるこ  

とが明らかとなった引張および引張曲げ負荷条件下での  

延性破壊試験を実施し，才積分破壊強度評価に必要な構  

造物としてのデータを取得した，  

れらの大小を比較した。  

（2）試験結果   

試験結果をFig．4にまとめて示す．図中には材料試験で  

得られた2TC7卜試験片によるモード‡の破壊靭性情（監‡ゆ  

を比較のために併せて示した－ モードⅢ9 Ⅲの破壊靭性  

値は，温度の上昇とともに増加する傾向を示し，鋳鉄の  

大小関係とほぼ同様に，監耳C≦監丑Cく監ⅢC，J‡C≦J∬C＜加配  

の関係が認められた。   

なおフ鍛鋼のモード互においては，データが少なくて  

曖昧な点が残るがヲシヤルピー衝撃試験結果や且TC71試  

験結果等を総合的に判断するとフロ50℃では延性と脆性の  

両方が混在する領域にあり，約825℃で上部棚域に達しプ  

『25℃より温度が高くなるにつれて破壊靭性値は低下し  

てくると推察された．   

－50℃以下においてはモード互がモードⅡよりも低く，  

－50℃以上の温度域ではモード互とモード正とは同等の  

甘盈あ邑監且甘藍＄竜e⑳流感昆官主⑮駄  

負荷モード  予き裂の種類Q長さ（出田1）  

面き裂  冴＝36．＄4  

許＝3撃。32   ぢニ55．ヲ4  

盈＝4¢．57  怒＝5臥5＄  

盈＝30．3  （設定値）  貫通切欠き  

表面き裂  a＝3′ア．26   G＝56．2旦  

二  

T＿6      ′′  

a＝35．94  G＝52。まむ  

昆＝42．29   ¢＝5臥19  

FST一旦   温ニ39．且且  G＝5射猶  

引張  旧 ‖ 鍛鋼      表面き裂          T町2             凹 ′／  昆＝ヨ且．15 c＝4且．33     甘一ヨ  車表面切欠き －」空且・37 G＝53・60     T巴ヲ  貫通切欠き  a＝3り。3  （設定値）     T－B  ′J    a＝21‖4  （設定値）     T一名  表面き裂   a＝3乱34  e＝53．96     ■r－5  ′J      鼠＝3且．01  c＝40．74  
a＝30。79  £＝朗．86  「う＿6  車表面切欠き  a＝舶．宣ほ  e＝55．04  

Tめ2   JJ  a＝32．掴   6＝66，75  

圭  
R十丁十   

Tロ3   ／′  a＝3軋94   G＝69．現  

鋳鉄   」  T－7  貫通切欠き 盈＝ヨ4．9（設定値）  
1 表面き裂盈＝蝕646瑚・琵1  

郡℃  Tロ5  ′g  盈＝32．47c＝66．71  

T06  ／J 盈＝34．89監＝69．ユ0  

†  
引張曲げ  FST竃印且  表面き裂  盈ニ33．B2  G＝弧46  

Tm2   ′タ  a＝23朋 。＝36．5i  

鼠．T．   T℡3  頼義面切欠き  訊＝32．14  G＝65．96  

TⅥ7  盈＝3札9   （設定値）  
鍛鋼  

T匂毘   ／／  a＝1臥2  （設定値）  

表面き裂  a＝32．86 c＝67．00  

プ′  盈＝22．箆3 G＝施箆6  ＿25℃  T．椙  1   】       T鱒5     T一る  ＊表面切欠き  a＝33．S4】 6ニ66．20   
＊：ダルノッチ（切欠き先端半径，寵＝2。5m）  

36   



£乞  

［汐臥ヨ馨肇⑳藍凝固擢譲）撃卓尉東野顎黎蟄屡鞠㌍ 汐  

D苛1：笹－〉習革ま溶射閃電ヱ笥ÅOg】  

剋㍑時機髄遽紬卦那鍼㌍凋牒剋卦紗一凶マ罷毒歌麿マ  

」・．・－－！．ご ‖・・－      ‾－ ．！∵・∴ － 、  

！－  ‥    －：－：・．．．● －－  －・・－、 ∴ニ  ー・ －－  

・：  ‥   － l．・・！・．－：・ ・、   ：・：‥  

暫梨璃雑（冨）  

○蔓／「幡裾葦噛  

妻ん〆蛎）署暫教護喜‘噛謝難癖墓勒亜架‘省一身軽芝）セ  

置‘軍♪逐‘材鹿啓‘＼う畳尋剋啓之賽ペ／㌣ペ材愚僧庖傍題  

勺苛1髄観ユ窮潔尊媒尋濾割三伯ママ管ヰ苗畳ユ11／辞‘看ぜ  

苗事αマ劉離艶才筆磯等量α忍噛睾蔓よ爛埜悼α蛎礫‘鐸葦   

○管攣ユ剥⑬E遽α‘剥富留萌袈よ憫肇憎‘剥留甘噛韻事ほ  

α媚稲直嘗‘剥£官磯避よ憫埜博‘剥£耳磯雄肇ほα肇鱒  

判儲磯寵 ■ゝ勺1轟コ闇＃封固α剥暴繊鱒書籍二号氾彗葦剥雑  

報拶鱒羊闇尊更訟α確看喜一ヰ些ユ頓才罫二っ官署すq唱且孝粛啓  

・・・． ・ ・．l．・・ ・一．・－：：・ ・・．；  

・ミ．・・－・・；－．  －・ ！ ・； ‥ － －ミ：；・  

瞳‘（¢ニ！＝年型よ憫：至削畠）津ほ‘二棚磯‘1苛毒憎倖Eα  

制兄個贋∵妨㌃判屈閻験嬉苛1鴇＝う磯波ユ1何輪二号埴  

観鰍尋官磯暴戻冒膿苛由封団隼里よ＼1ら耳管導引碧】質草  

，、．．ト ーー．．．・－－． ・＝‥．・－ ∴し、＝・－・・・．．：．・－  

■ ．●；／：、－、・．l．いご．～：－－・トi ・：・  －  

・－．：・1    －・i．い…－  

・  ：！－  －－、 ・・： ・・・ ・・・－．   

r‾．ミ   ： ．・．－  ．・－・－／   ・   ∴  

（冨）  
椚＋首ブへノダ啓  

一こ二J、ぐ  

．－；． ；：： 、  － －・∴、：    ．・‥・－．  

■モけし∴一畳丁  

零脅宣  

．；・ t  －  ・－．・．－ ：－ ・－・－．・   

・・－・．し．・J．‥・…・J・・．・・一・・∴  

い  －一二二・・∴・、 ＿ ・・・∴  

写相野‘ユα管里彗￥奇才長′渾沌）  

β ＝‖清 二憎仁一 瑠儲瑠1ギブ尋凝掛掛掛玖拙断計針  

・・：－：－．．・・≡・－ －   ∵ ・● 、－－．‥． 一  

圏彰⑳濁固韻軍感染㌍ 冨の昏  

8苛′堵専媚悼マ管攣立賢  

一 ；：． － i・・・．． ・－ ∴・  ニー  

の耳浮動∫‘写せユ1ニ？鮮謝α瀞甲裾龍尊剋f‘伝写二う耳汚  

n昏   

・ ∴ご・．ニ・   －－；－．－ － ■・ ‾－   －・、  

濫芝草マニ萱毒よ例禦ユ瀞邸α牽←貰帽含 S玩葦〉葦¢さ学轟藷  

・  ．！・－・・・．＝ －1ト‥・ト．ご ・！   －・  

い・／・‾■．・ ； t  ∫   －・；‥・・i．   

≡l・∴；・ゝ・・∴．・・ご・－‥・・・ …・  

魯魚錯管軍刀り層々億堰博昭巨 頂摺柊 雄離射障那配M甜  

甜・隊箪苺壁掛Ifヰ≠東r、幸●さノ  

髄鞘勘問ほ柑瑚聯嘩脚鳴が軸  

1Sa＿し引！Sし！∂⊥  

〉】つヨ・弓：〕岬no川、上（ご））】つモリ〕？つり」nS（L）  

ミS∂⊥6叫PU∂日曾∂】！SU∂⊥  

1コ℃j31iさ∩（リリ1（；） 当○管」〕∋Oe塁J†tS（L）  

V－1／  ＼トV  

肌礪闇㌍昔9 搾油咤  

LUしし：O口中ご19 阿児ノへ0  

肇童埋柏里蓼牽制罫α〃どふ寺暫専管冒二号秦年額華鍵割非  盲●0規撃－lOÅ   



原子力バッグエンド研究  Sep富弧ber2001  

0．04  C．02  

E OV啓一a月   

厨孟g。毎 鼠葛旦風音孟⑬凪ぬ密告wee凪茸－i臨書eg『払旦象限娼 g ⑬Ⅴ監訂盈且旦。（Te盟＄主星e甘母国竜）  

ハ
U
 
2
 
 

．
ヾ
・
∴
 
∴
．
・
へ
∵
．
．
 
 

左0V訝劇／fy   

厨畳g。7 鼠e温風音量⑬臨恥e細密e盟 ＠鼠盟感 ど ⑬Ⅴ記『顔朋／ぎダ，（甘e阻＄盈且e甘密＄色）  

3＄   



6E  

堵葦 ○ヰ些孝（替東砂護妄評塵妙義剥げ琶嶺虻儲機偲博  

．・・ －・・ミ ・、・∴・バ・－・．・！：1．； ．  

－、‥・ ・・い     、． 、・・－・∴  

．． －・・、－ ．、、 ∴・   ：！、 一 ‾－、  

い －   －・ － － － －       ・い 、ヽ・・・′、■●l  

朝凪皆勤‘判！†随時止0プ ■号音ユり尉尋l匹題Å0ブセ蔓α雄   

一 ・∴－．・‾．・ － ・・・．．  ．－．．  

革出i二∂SSO」男J一ギ】】e」∂∧0フ C■さ  

・・．∴‾・：．、・二‥、、   

二  ・－ －∵：・ J一・・！、   、－き；り・り：・  

・・－   、・■ －．．∴ －、 ．－∵－■ ・・   

． ・・．－ ・．・∴・●－・－・ ．・  、  

（t甘）l≡イりク エ巧 〔l広言／♂十イりプ〕こ長痴  

（0す） 甘＞〟りブ鞘  乙（イりプ）（Z／；カ♂ニ拶  

、‥ ミ∴、●＝・一二・．・．・－  ・・、   －・・－  

ぜ加わ扉：妄執）阜姑二爆k）割（〟プ≡フ）朝田く1旦孝車亭  

・・．．・・・  － ・．－   －．  ： ．  

（6）  zか＝乙（Ⅰ即Ⅰ顎）＝Ⅰ∫／〇If＝♂  

羊‡  

よ静雄藁制髄マ貸ヰギグ尋項数専苔α礫申遅諜¢蟄f‘与  

（電）  王Ⅹ／〇Ⅰ讃＝か  

○管′堵与号音ユ1ニ？］耳αⅠ讃マ〇Ⅱ選言きガ囁妙  

寺葦1捲ニラ与瑚ニマ㌢しへ尉尋〇IX制塵賓華α・隠捜マ用牒  

叫〆妄ゝ′萱ヰ劉′起二沌日義仔孝繹看貫卓よ梨帝ゼ盈α鞠一越逐  

割塵劃ママ蔓 ○萱＝ユ保守葦濃紺凝渕専凛々咋周闇噸尾  

工写そこ憎鬱嘲裾謹告＿ト卿避尋翠琴巨α嚇芋観α〉牽‘＃－  

●管「膵望  

頓麓吉夢マニ萱￥キュし隼尊者激暑訊丁（カユ専α智潮境箋空  

・・ご ・・・、   －・－＝∃・●  ・・．、：  

○蔓1些二う智α  

・、・．・   ．   こ．、‥ ●∴・ミ  ミ・、・ － ．   

：∴ ．・．・、．・ ．、，－ ．－・、！こ－．  

・′・ミ．    ・い．、・ごミ：・∴．．  ．－・  

身昏α額装よ憫事伯‘磯建築惇香華印是認¢恕でα二  

も£） 甘≡オりブ 昭   （⊆廿〟りタ）zノ’＝♂  

（9） 甘＞イりプ昭  z（〟りタ）（冨／乙月＝痴  

■管′斬粥紬硝摘購儲尊影い昭rは堀  

・ ご． ・・l √・．・∴‥‥・ り．・・い・・、  

∴．・・、－ － －・：・－   －・－：・．－ ．・・、ミ！～  

∴：＝ ・－・・一∴・ミ ∫・・－・・  ・．・…‥．1  

一宇叫1！う！＼－∵yul∴l＿1’こにトユ等－一三二l土葦∴も」・砧 －ユし‘1（‡＿f∴十矩さー：・ご  

（宙）  

〟∫＝∫む（酌＝・f？＝J 
む初  

－こ、＝－J・∴・ －i－÷・  

、－・■・・ ． ・ ・－・  －：、  

・・．：！  ・－－ － ．． ・；．．－  、：．‥ こ●：l  

、・■！l、、・－；・；、・′． い・∴：．‥、－：・   ∴、∴、‥．1  

（島野緊密蔓‘翠部）劫寄静童謹啓‘年一 ○管W与彰マ  

こ：・・ミ t・－ 、－． －－  

、∴′   ‥  ：・」ご ‾．．‥．－・・．．‥、  

・一・・、・－・…ミ・エ・・・・－．；：－：．！・  一・．・・‥・∴  

、・！■ － ・‾－ ：．  一 － ．ご ∴1ト・・．－  

1∫■－■■－・・：J － ．・・・－、、■㌧ ■   －・こ ミ・、   

‥－  ・． ∴・‥‥． 二・・、・J、．・ ‥ －  

＝）セ蔓半獣朋胆摺摺細低呵購＝∂×9＝7専管くⅢ【班⊆£  

＝鮒＝∂学説‘q攣ユⅦⅦ00乞＝プs学者否αタビみヰ‘古   

一萱ヰび択孝軍＃討梁α〉勧告ユ1マ萄樫尋随←α与静   

－．∴ ・＝・・・・－し‥●  、・・－・ご  ＿・．－．  

望マ毎隼、マニ萱1帝s寧七草受マ酵母、な宣泊朝二う髄曝暫写せ  

こう移設葦∈耳管ヰ⊥繋ニヨ瞳軍法α寸断さ寧〃どみキ蟄甜  

【訝り雫．掌討賢ひ、－■・斡襲S  

（管り財葦割判塘蓼畢崩嘩蔓1轡恕尋夢緊要萱｛？洋二寺  

萄輩動産ユ1ヨ∫ニ憶、冴）尋一首去ゝ′制磯賓饗α墟園芸タ∂感  

度叫首妄ゝ′年型管ヰ動産二う蛸壷仔葦鯛￥羊博‘よニニ  

萱上帝素s字種専制賓 ニ ∂感≡感  

り葦1苛姦羊4鰭専制薮 ニ プ拶＞感  

●萱専ユ署護二うら了  

α⊥摺割薮晋劉蛙管ヰ醜二情姦α彊専制罫‘移設α二  

●管暮ユミグマニ管壌辞尋甘四』9Aく〉プ管ヰ卿起尋捌申裾   

～・・l ・．－・！：・・・：－こ、・・ニ ・・い・・．・  

謝矧鄭削断針相打憫蟻拍璃堰初謝葦＼いが打郎摘折   

（百官）   上中乞川p（汐川£E紆＄＝膵癌り脾献鋸  

．・・、く ミ ・・・・：・・、・   

桝）l≡イりヲユ巧 （⊆■0～イりフ）z摩感  

（銅）l＞〟りクユ喝  z（イり∫）（Z／zカ＝ゆ  

一管毒ユs¢マニ貸与輩葦ニ乍ら了び⊥摺尋離嘲堰童彰蟄  

f＼彗葦1彗鱒二李瑠躇血管」一意亜啓E与て学者梨α丁摺  

輩爾⑳顧問揺選者蟄「軒恕  

■号音ユミ学才＝管頓鮮孝  

膵脳旭ブ萱ヰ剋避葦華甲裾誤革製f‘ユ、う財尋￥（Z盲）マSSO虚ブ   

い・∴  ・・・・i．．：－ ・－．．・．    ・‥・ミ   

． ・・・：・・．－、：・－． ∴：・  

■く㌻申十￥左耳ウ丁ンニ】  

・ ‥－ ≡i－トーゝミ‥－  － － 、て：．・・∴・、－・  ．：．、  

㌧・・ ＿．、．∫・‥、、∴・・； ・こ・‥ ・≡：∴・・  

篭磯潮見1例軍ユ＼へ財尋皆  

首ユ了三等  
イブ＝タ（ブp／g離）＝・（～＝∫（プp〟野習）  （£）  

‘貫せ1才ヰ普野マ管ヰ、  

∴、‥．－ ・・－・こき  l：l．・－．・ ∴・、二   

．・・－． ・・∴ －．・．・．＼．㌧   、・  

肇ま剋起草談判函び〃宴み春宮専管了ニラ轟好寮肇鍵華非  甘■0蛇享‖OA   



S叩t・≡ローber二CCi  原子力バックエンド研究  

円
じ
 
 

つ
】
 
 

∵
ご
‥
て
∵
‥
・
J
 
 
 

どJV訂∂肘ごy  

Fミ＿  ・：∴－、・・ ・・・・、・、・・・：ミ ニミ・、㌻J、：ニー・・  

∴r．‥・ご・・   ・■  
O FS T昌一1  

▲FS 丁半一2  

①FS Tさ－3  

蝕FS T5一上：・  

⑳FS TB叩5  

ロFS T：∃”E  

H FS Tゴ仙フ  

∑FS Tヨーき  

0≡つClTB－1  

△DC】TB－2  

◎DCITB⊥3  

□DC一 丁B－ヰ  

◇DC邑 TB－5  

回DC】T塁－6  

巨巨つCITB－フ  

′′ノ  
．．／   

／  
■●     －－－  

′・′  ′ノ  
．・／  ／ノ  

′ノ  ♂  

〆♂〆♂  
．′ノ  

■一■   
㌔∫ゝ  
／  〉 エ  

亀   
、＿・・‾、ヽ  、■‥  

古び／訂∂1け£y  

ミ‾∴・・；汀．！ ご・．・・－ ・、 て・．・！ト：、：●†さ、！． こ．…：ミ＿■～一帖  

40   



t汐  

●邸〆野閻闇留ぢOJ表音澗闇』∂A⑳言 問㊤㊤A鴫㊤喝Ⅷ⑬静電す謬闇 琶首唱首題  

e／八  

Bi: G！  

M
 
O
＜
e
「
塾
＼
 
M
 
g
r
O
S
 
 

・SれしInJuヨ！S叩l軋】云∂叩－l一 肌煽旭  

人言／ヨ  

◎
こ
＼
悼
詞
E
畏
N
か
 
 

肇室剋蓮華蟄副葬α〃どふ寺瞥専管軍刀義孝儲凝髄蘭髄  l●tlNj‖0∧   
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之0噌ali／ggrossご 臥且537（タイ好0・7347  

ど伊代椚泌上き裂をはさんだ標点距離間の歪  

用礪射き裂から十分遠方あるいはっき裂位置でぴ）  

き裂を想定しない場合の歪  

y：評点問距離の半義㌧獄等価貫通き裂の半長  

従って，実際の歪の評価に用いた評点間距離γとき裂寸  

法が分かればっど那SSと上或を用いて－ゾ積分設計曲線を  

評価するォ01膵『忍且且を求めることができる，   

この場合の延性き裂の発生に関する判定基準は以下の  

ように設定できる．  

顧く如 二 延性き裂は発生しない  

夢≧釦：延性き裂が発生す5  
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と得られ，ゆ＜ゆだであることからフ この想定事故の場合  

には少なくともキャスク胴部において延性き裂は発生し  

ないと評欄できる。   

なおっ本章では材料の破壊靭性パラメト一夕齢どの値を  

静的破壊靭性JIC値から求めたがフ実際の評価に際して  

は必要に応じて評価事象における歪適度を考慮した動的  

破壊靭性情才耳d値を用いてゆcの値を求めるのが望ましいn  

ちなみにフ蝕1落下事故時における容器本体の歪速度はり  

約且0騨1～且0‾ヱ／se6（且む0～且り【1MPa√m／seぢ）のオーダである．  

外力としての剰員（2）式のま／朋の項がなくなることによっ  

て歪速度の影響がなくなっている。  

＄鰭攫のま磨め  

キャスク用鋳鉄及び鍛鋼の破壊靭性値に及ぼす破壊モ  

ードの影響を調べた紆乳、モ∵¶ド互ラ正，別の中で，モ鵬  

ドⅠの引張ならびに引張一曲げの破壊靭悼惜が最も低く，  

最も厳しい評価を与えることを確認した。   

また，最も厳しい評価を与えるモード‡の引張ならび  

に引張①曲げを対象にぅ鋳鉄及び鍛鋼についてフ実キャス  

クを想定した大型構造物としての破壊試験を実施しヲ』と  

歪みとの関係を得るとともに。表面き裂と等価な貫通き  

裂との試験結果を比較う両者に良い一致が認められるこ  

とを確認した．   

さらに∋破壊籾性試験で得られた鋳鉄及び鍛鋼の材料  

データをもとにクJ値を基準化した¢や基準歪の設定方法  

等を検討しフJ積分に基づく非線形破壊強度評価式を提案  

するとともにプ落卜事象を例として実機への具体的な適  

用方法を紹介した。   

得られた結果を以下に示す，  

且）キャスク用鋳鉄（DCり，鍛鋼ともにフ監IC≦監ⅡCく監ⅢCフ  

∬IC≦摘Cく紬Cの関係が得られラモド甘の破壊靭  

性値が最も低く）最も厳しい評価を与えることが確  

認できた．  

」積分を無次元化した夢（＝誹2冗厨どγ2α）と無次元化し   

た歪い／どγ）を用いることによりヲ材料による影響が少   

なくなりっ某用Ver飽1i関係はほぼ→本の曲線で近似でき  

・二、．  

3）キャスク用鋳鉄及び鍛鋼に対するっ負荷モード及び材  

料に依存しないJ積分設計曲線を以卜のように提案する。  

2）ここで，劉ま欠陥を力学的に評価する応力パラメータ 

釦は材料の破壊靭性パラメータ  

ゆ＝ぴ’2／2）（ど／どダ）ユ 蝕 g／gyく1  

¢ヂ（g／gγ的0．5）払r ど／g〝≧且  

夢：無次元化した才積分（ゆ＝〟2花屋ど〆β），  

′：形状係数，g〝：降伏歪う ∫：歪量  

4）∠0V閑且且とど訂OSSの関係は以下の式が得られた。  
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